インターンシップとは

１．　背景

近年、年功序列の日本型終身雇用システムから能力主義の導入・流動的雇用システムなど今までとは異なった社会環境へと変わりつつあります。これに伴い企業の人材戦略も変革の時を迎えています。しかし今、産業界で聞かれるのは、「柔軟な発想・創造性を持つ弾力的な人材、意思疎通を図りリーダーシップが発揮できる人材などがいない」、「学生の学習、就業意識が全体的に低下している」、などの不安の声です。
沖縄工業高等専門学校（以下「沖縄高専」）では、「人々に信頼され、開拓精神あふれる技術者の育成により、社会の発展に寄与する。」ことを理念とし、「豊かな人間性及び確固たる基礎能力と専門技術を身につけ、経済産業界の要請に的確に対応しつつ、国際的にも活躍出来る創造的実践技術者を育成する。」ことを目的として、人材育成に努めております。しかし、座学・実習を中心とする知識教育あるいは問題解決重視型教育のみでは、産業界が要望する人材を育成するには限界があります。


「新しい時代に対応する柔軟で意思疎通の出来る創造的人材を育成したい」。これを解決する一つの人材育成教育プログラムがインターンシップです。インターンシップとは、学生が企業等において自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行う制度です。同時にインターンシップは、自分の「キャリアプラン」を真摯にとらえ意欲的に働く学生を育くむことができます。
「国際社会のさまざまな分野で活躍できる、優秀な人材を育成する」。そのためには、沖縄高専と企業が密接なコミュニケーションを持ち、協力して人材育成教育を実践していかなければならないと考え、沖縄工業高等専門学校のインターンシップについての概要を案内申し上げ、実習生受入のご協力をお願い致します。
２．　意義と目的
受入企業におけるインターンシップの導入メリット及び意義と目的は次のように考えられます。 
（１）企業のPR効果

学生はインターンシップの事前学習と参加を通じ、企業の業務内容と求める人材像学習し関心を高めます。学生にメリットのある実習の機会を提供することは、企業のイメージアップに繋がります。

（２）優秀な人材の発掘
学生は、企業のどのような点に興味を持つのか、どのようなアプローチをすれば、学生の就業意欲を高めることができるのか。その答えがインターンシップを通じて見出せれば、優秀な人材の発掘に結びつく採用戦略が構築できるでしょう。インターンシップは採用の手段ではありませんが、学生の資質や特徴を見極める良い機会にもなります。
（３）職場の活性化 
学生とのコミュニケーションの過程で、職場の意外な問題点や改善点、あるいは看過されていた魅力を発見することがあります。従来の仕事へのアプローチや新入社員教育、若手社員研修を見直すこともできるでしょう。
（４）沖縄高専とのコミュニケーション構築
優秀な学生を確保するには、沖縄高専と良好なコミュニケーションを築いて頂くことが一つの手段かと考えます。インターンシップの募集、受け入れ、フィードバックには、受入企業との密接なコミュニケーションが欠かせません。こうしたプロセスを通じて、沖縄高専は企業についての理解を深めていくことができます。
（５）学生の職業観・就労意識を形成・向上
日常の実務などを、実習生に担当させることによって、職業観・就労意識を高めることができます。応募要件と職務内容を提示頂き、受入企業および学生とも話し合いを持ちながら現場のニーズに合った実習生を提示できると思っております。
受入企業では、現場で学生に適切な指導を行い、戦力として活躍してもらうことも可能です。 
実習生や沖縄高専のメリットとしては次のような項目が挙げられます。

	実習生
	職業意識の形成

責任感、自立心の向上

適職の確認

沖縄高専での学習意欲の向上

企業、社会からの評価の確認

	沖縄高専
	自主性、独創性のある人材教育ができる

企業が求める人材の要件が明確になる

地元産業界や自治体とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの効果

理論と実践による学習効果の向上

産業界とのパイプ作り

産業界ニーズ、カリキュラムの向上


３．インターンシップの様々なかたち
インターンシップを成功させるためには、受入企業で準備する受入プログラムのタイプと、派遣する学生の意識レベル・目的意識とを対応させるようなマッチングが求められます。沖縄高専のインターンシップでは、派遣する学生の問題意識と目的意識を事前講義において可能な限り高め、多様なインターンシップに対応できるように考えております。インターンシップには、さまざまな種類があります。それぞれのタイプをミックスした形での運営も可能です。

	就業体験の類型
	理論実践型
	職業意識醸成型
	現場体験型

	主目的
	座学での学習効果の向上
	職業意識の醸成
	企業活動等の体験

	就業体験の位置づけ
	理論実践
	職業に対する気づき、職業観の向上
	講義指導により、就業体験を補足する一種の体験講座

	沖縄高専運営の際の担当部署
	学科主導
	就職支援担当部署
	インターンシップ担当部署主導

	対象学生
	専攻とインターンシップテーマが関連
	学科などの制限はない
	テーマに合った応募要件を提示


４．実習目標

実習目標としては、次のような内容を考えています。

	目標
	細分化した目標
	学習項目
	実習場所

	「社会的スキル」の修得
	１．社会人としてのマナーを修得する

２．報告・連絡・相談の重要性を学ぶ

３．指示・指令・命令の違いを知る
	履歴書作成

ビジネスマナー

事前訪問での挨拶

事後の礼状の送付
	沖縄高専

	組織の「構造」と「機能」の理解
	4．組織図から部署・職位の役割や

業務内容を理解する

５．意志決定の手続や方法を理解する

６．事務処理の手続きや仕組みを

理解し、体験する
	実習先研究
	受入企業

	組織内における「資源配分」の理解
	７．人的資源の適正配置を理解する

8．資金の流れを理解する

９．経営理念と将来ビジョンを

理解し、効率的な組織の仕組み

を理解する
	実習先研究
	受入企業

	企業から望まれる「人材」とは何かを探る
	１０．多様な業種、職種についての

理解を深める

１１．自分の職業適性について考える

１２．必要な知識・技能・マナーと

自分の持つ知識・技能・マナー

とのギャップを知る

１３．就職活動へのプランを練る
	就職への心構え

自己分析と適正

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ報告会

就職ガイダンス
	沖縄高専


５．インターンシップ期間

期間等の設定について、最終的には受入企業殿との協議により決定させて頂きます。沖縄高専のインターンシップに関するカリキュラムの目安といたしましては、一日の労働時間を8時間として10労働日程度と考えております。具体的には、8月25日から9月30日の間に2週間の実習生受入をお願い致します。期間につきましては前述のように、受入企業殿との協議を優先いたしますので、ご相談頂ければ幸いです。

６．スケジュール

（１）受入までの概略日程

次の日程表は目安とお考え下さい。さらに、平成19年度のインターンシップは、沖縄高専にとって始めての授業となりますので平成20年度（軌道に乗った後のインターンシップ）よりもかなり早くからの始動となっております。

	受入企業
	沖縄工業高等専門学校
	概略日程

	
	インターンシップについての説明資料と受入依頼書の送付（企業団体経由）
	平成18年10月初旬頃

	受入のご検討および受入可否の表明（企業団体経由）
	
	平成18年12月末頃

	受入の最終判断
	受入を表明された企業への再打診
	平成19年3月初旬頃

	仮受諾
	受入企業リストの決定
	平成19年3月下旬頃

	
	学生へのインターンシップ説明会及び受入企業リストの開示
	平成19年4月上旬頃

	
	マッチングに関する指導及び事前学習の実施
	平成19年4月上旬

～6月上旬頃

	
	派遣学生と受入企業のマッチングを終了
	平成19年6月上旬頃

	受入正式受諾
	インターンシップ依頼文の発送
	平成19年6月中旬頃

	実習内容・スケジュールの提示
	受入企業へのインターンシップ依頼挨拶回り
	平成19年6月下旬

～7月下旬頃

	
	インターンシップ期間
	平成19年8月25日

～9月30日

	学生への評価、アンケート回答
	企業への礼状、学生の実習報告書の発送
	平成19年10月

	
	事後のお礼
	平成19年11月


（２）受入にあたってのポイント
ポイント１：社内でのコンセンサスづくり

インターンシップ導入を実現するためには、企画書を作成し、経営者も含めた社内の理解を得た方がスムーズです。そのためには、導入の意義や目的、ねらいを明確にし、期待できる効果を明記することが必要です。その際、アルバイトと区別するため、学生に対するインターンシップの教育的効果や他社の導入事例や効果を紹介すると、理解を得やすくなると思います。

ポイント２：受入部署の確定

導入が決定したら、受入部署を募集し、そのセクションに向け、狙いや実施要領などを説明し、交渉を始めて下さい。受入担当者の立場や作業を明らかにし、受入の可否、受入期間および人数を話し合います。受入部署が確定したら、受入担当者だけではなく、部署全体を対象に、インターンシップに関する説明会を開催することが必要です。

ポイント３：受入準備

次に、受入の人数、時期、期間、学生に求める要件、おおよその研修内容を受入部署および人事担当部署で検討します。
ポイント４：マッチング

インターンシップの成否は、マッチングにあると言われます。学生の希望と企業側の希望を考慮した上で、マッチングを行う必要があります。マッチングにつきましては、沖縄高専担当者とご協議頂き決定したいと考えています。

ポイント５：研修プログラムとスケジュールの決定

マッチングで得た情報および受入部署の業務の状況を最終的に見直し、学生に与える課題や作業を決定したら、それを学生に伝えます。情報が提供されることで、学生が初めての経験を前に抱いている不安が軽減されます。企業側の歓迎の姿勢が伝わり、インターンシップがスタートしやすくなります。 

同様に、受入部署全員にも研修内容を説明するとセクション内での協力体制が生まれやすくなります。同時に受入担当者に対しては、学生の評価基準の確認を行います。

ポイント６：研修実施

研修の実施では、まず初めにオリエンテーションを実施します。企業の業務内容や各セクションの関連についての総合的な説明のほか、社内規則や安全教育を行います。

企業の全体像を示すことにより、自分を受け入れる部署が、社内の中でどういう立場にあるのか、企業自体はどのような理念や方針で動いているのかを予め把握でき、教育効果を高めることができます。
ポイント７：研修後の評価フォロー

研修後には評価を行い、今後へのフォローをする必要があります。

a.　参加した学生への評価 

b.　プログラムの評価 

c.　学生の実習報告書を企業に送付し評価 

評価項目としては上述のものが挙げられますが、それぞれの項目について補足しますと、

a.　参加した学生への評価
実際の職場ではどんなことが求められているのか、それを再確認し、就職への意欲を高めていくためにも評価は不可欠です。 

評価項目：
· 課題に対する姿勢 

· 部署内の社員とのコミュニケーション力 

· 課題達成度 

· 積極性 

· 理解の度合い、など 

沖縄高専より評価シートをお送りしますので、書式に従いご記入下さい。実習終了後2週間以内をめどに別途評価シートを送付申し上げます。
b.　研修内容の評価
学生への評価と同様に実施をお願い致します。学生の選考や研修内容、募集から終了までの沖縄高専とのコミュニケーションの問題点や評価を振り返り、フィードバックすることにより、将来的に効果的な研修プログラムへ改善するために役立てさせて頂きます。
c.　学生の企業に対する評価
受け入れた学生に対し、プログラム内容や受入部署の対応などについて評価してもらうと、次年度以降のプログラムの作成に役立てることができます。
受入部署に対して、受入にあたっての問題点や評価、コメントを頂けると今後の改善に大変有意義な情報となります。新しい部署で受入を始める際に、理解や協力を得るための効果的な資料ともなります。
７．支援体制

実習生には、事前講義を通して次の点を周知徹底させ、受入企業にご迷惑をおかけしない体制を整えています。

（１）守秘義務

実習中、知り得た情報に関する守秘義務について周知徹底させます。この点については受入企業様におかれましても、オリエンテーション等を利用して、再度周知徹底頂きますようお願い申し上げます。

（２）保険の加入

実習中の事故に備えて、実習生は全員が「学生教育研究災害障害保険」及び「学研災付帯賠償責任保険」へ加入しています。企業実習中の事故は講義中の事故と見なされ、保険が適用されます。

（３）連絡体制

トラブルが発生した場合には、担当者が速やかに対応するシステムを整えています。実習期間中のトラブル、また沖縄高専インターンシップに関するご意見、ご要望、ご不明な点がございましたら、学生課教務係までご連絡下さい。

沖縄工業高等専門学校学生課教務係　(この沼津高専のウエブに載せるに当たって，沖縄高専に対して想定外の連絡が入ることを避けるため，沖縄高専の連絡先は省かせていただきました：沼津高専 望月孔)

